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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内部に熱交換器及び送風機を収容する室内機本体の、上記熱交換器と対向する前面及び
上面に吸込み口を設け、これら吸込み口と上記熱交換器との間に、吸込まれる室内空気か
ら塵埃を捕捉するエアフィルタを備えた空気調和機の室内機において、
　上記熱交換器の吸込み側に対向して、左右両側部の縦枠と、この両側部の間に架設され
る横枠による枠体が設けられ、その間に開口部を形成する枠体組立を具備し、
　上記エアフィルタは、上記前面吸込み口と熱交換器との間に介在するとともに上方へ移
動自在に上記枠体組立の前面に支持される前部エアフィルタと、上記上面吸込み口と熱交
換器との間に介在するとともに前方へ移動自在に上記枠体組立の上面に支持される上部エ
アフィルタとに分割し、
　上記室内機本体の前面吸込み口と上面吸込み口との間の部位と対向する中央部のスペー
スに、幅方向全長に亘って上記枠体組立に支持され、移動する上記前部エアフィルタ及び
上記上部エアフィルタから付着している塵埃を除去する塵埃除去機構及び、除去された塵
埃を回収する塵埃受け部を備えたエアフィルタ清掃ユニットを配置し、
　このエアフィルタ清掃ユニットを介して、上記前部エアフィルタを上記上部エアフィル
タ対向位置との間に往復移動させ、上記上部エアフィルタを上記前部エアフィルタ対向位
置との間に往復移動させることで、上記エアフィルタ清掃ユニットによる前部エアフィル
タ及び上部エアフィルタの清掃を行わせるエアフィルタ移動手段とを具備することを特徴
とする空気調和機の室内機。
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【請求項２】
　内部に熱交換器及び送風機を収容する室内機本体の、上記熱交換器と対向する前面及び
上面に吸込み口を設け、これら吸込み口と上記熱交換器との間に、吸込まれる室内空気か
ら塵埃を捕捉するエアフィルタを備えた空気調和機の室内機において、
　上記熱交換器の吸込み側に対向して、左右両側部の縦枠と、この両側部の間に架設され
る横枠による枠体が設けられ、その間に開口部を形成する枠体組立を具備し、
　上記エアフィルタは、上記前面吸込み口と熱交換器との間に介在するとともに上方へ移
動自在に上記枠体組立の前面に支持される前部エアフィルタと、上記上面吸込み口と熱交
換器との間に介在するとともに前方へ移動自在に上記枠体組立の上面に支持される上部エ
アフィルタとに分割し、
　上記室内機本体の前面吸込み口と上面吸込み口との間の部位と対向する中央部のスペー
スに、幅方向全長に亘って上記枠体組立に支持され、移動する前部エアフィルタ及び上部
エアフィルタから付着している塵埃を除去する塵埃除去機構及び、除去された塵埃を回収
する塵埃受け部を備えたエアフィルタ清掃ユニットを配置し、
　このエアフィルタ清掃ユニットに近接して上記枠体組立にエアフィルタ移動手段を配置
し、
　上記エアフィルタ移動手段は、
　上記前部エアフィルタを上記エアフィルタ清掃ユニットから上記上部エアフィルタ対向
位置との間に往復移動させる前部移動機構と、
　この前部移動機構による前部エアフィルタ移動時の押さえと、移動方向へのガイドをな
す前部ガイドと、
　上記上部エアフィルタを上記エアフィルタ清掃ユニットから上記前部エアフィルタ設置
位置との間で往復移動させる上部移動機構と、
　この上部移動機構による上部エアフィルタ移動時の押さえと、移動方向へのガイドをな
す上部ガイドとから構成されることを特徴とする空気調和機の室内機。
【請求項３】
　上記エアフィルタ移動手段を構成する前部移動機構と上部移動機構は、上記エアフィル
タ清掃ユニットを構成する塵埃除去機構に対して対称となる上記前部エアフィルタと上記
上部エアフィルタのそれぞれ下面側位置に配置され、
　上記前部ガイドと上記上部ガイドは、前部移動機構と上部移動機構に近接する前部エア
フィルタと上部エアフィルタのそれぞれ上面側位置に配置されることを特徴とする請求項
２記載の空気調和機の室内機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、エアフィルタが室内空気から捕捉した塵埃を、自動でエアフィルタから除去
する手段を備えた空気調和機の室内機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　空気調和機の室内機では、吸込み口から本体内に室内空気が吸込まれるが、室内空気に
含まれる塵埃は吸込み口と対向して設けられるエアフィルタで捕捉され、室内空気のみが
熱交換器に導かれて熱交換される。空調運転の継続に伴いエアフィルタに捕捉された塵埃
が堆積し、そのまま放置すると熱交換器に対する室内空気の流通が阻害されて熱交換効率
の低下を招いてしまう。
【０００３】
　熱交換効率の向上を図るため、理想的にはエアフィルタに付着している塵埃を定期的に
除去する必要がある。本体前面を構成する前面パネルは回動自在に設けられ、これを開放
するとエアフィルタが露出する。エアフィルタ下端部を摘んで引き下ろせば、エアフィル
タを容易に本体から取外せる。エアフィルタに付着している塵埃を除去したあと、再びエ
アフィルタを本体内へ押し上げれば、元の位置に戻すことができる。
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【０００４】
　しかしながら、一般的に多用される空気調和機の室内機は、いわゆる壁掛け式と呼ばれ
ていて、部屋の壁面高所に取付けられる。そのため、例えば高齢者や女性にとっては前面
パネルの開閉とフィルタの着脱操作が困難を伴い、エアフィルタに塵埃を付着させたまま
の状態になり易い。
【０００５】
　そこで、例えば特開２００４－０４４９３３号公報に開示されるように、エアフィルタ
に付着するゴミを自動的に除去する手段を備えた空気調和機が提供されるに至った。具体
的には、筐体内に収容する逆Ｖ字状の熱交換器に対し、筐体前面から上面にかけてエアフ
ィルタを配置している。熱交換器の頂部付近に、エアフィルタを筐体前面と背面に移動さ
せる移動手段と、エアフィルタの移動に伴いゴミを掻き取るゴミ取り部を設けてなる。
【発明の開示】
【０００６】
　上記特開２００４－０４４９３３号公報の技術によれば、長尺のエアフィルタを筐体外
部へ引出すことなく、筐体内で往復移動させて清掃可能とし美観を損なわない反面、筐体
の前面側と背面側に、エアフィルタが移動するスペースを確保しなければならない。具体
的には、塵埃除去時には、エアフィルタを往動して、この前面下端を吹出し口と対向する
部位まで移動させる。さらに、エアフィルタを復動して、この背面側下端を筐体背面下端
まで移動させる。
【０００７】
　いずれの部位にもエアフィルタ移動用のスペースを確保する必要があり、筐体の大型化
が避けられない。しかも、エアフィルタ自体、この背面一部は塵埃の捕捉作用をしない。
すなわち、エアフィルタを往動する際にゴミ取り部に対向させ、ここで保持されるだけの
部分でしかなく、エアフィルタも大型化してしまう。
【０００８】
　このような大型のエアフィルタを往復移動してゴミ取りをなすところから、フィルタ送
り手段は必然的に大きな駆動力を必要として機構的に大型化し、ランニングコストが嵩む
。長尺のエアフィルタを往復動させるので、ゴミ取り時間が長くなってしまう。
【０００９】
　結局は、筐体内のゴミ収納部に保管したゴミを取出すために、高所に手を伸ばす必要が
あり、面倒である。このときゴミが突き固まっているという保証がないから、筐体からゴ
ミ収納部を取出すと、ゴミが飛散する、もしくは落下する虞れがある。
【００１０】
　本発明は上記事情にもとづきなされたものであり、その目的とするところは、室内機本
体を大型化することなくエアフィルタから自動的に塵埃を除去する手段を備えて手間の軽
減化をなし、塵埃除去時間の短縮化を得られる空気調和機の室内機を提供しようとするも
のである。
【００１１】
　上記目的を満足するため本発明は、内部に熱交換器及び送風機を収容する室内機本体の
、上記熱交換器と対向する前面及び上面に吸込み口を設け、これら吸込み口と上記熱交換
器との間に吸込まれる室内空気から塵埃を捕捉するエアフィルタを備えた空気調和機の室
内機において、上記エアフィルタは、前面及び上面の吸込み口と熱交換器との間に介在す
るとともに上方及び前方に移動自在に支持されるエアフィルタと、室内機本体の前面及び
上面吸込み口との間の部位と対向するスペースに、移動するエアフィルタから付着してい
る塵埃を除去する塵埃除去機構及び除去された塵埃を回収する塵埃受け部を備えたエアフ
ィルタ清掃ユニットを配置し、このエアフィルタ清掃ユニットを介してエアフィルタを移
動させることで、エアフィルタ清掃ユニットによるエアフィルタの清掃を行わせるエアフ
ィルタ移動手段とを具備する。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
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【図１】図１は、本発明における実施の形態に係る、空気調和機における室内機の概略縦
断面図である。
【図２】図２は、同実施の形態に係る、前面パネルを取外した室内機の正面図である。
【図３】図３は、同実施の形態に係る、枠体組立の斜視図である。
【図４】図４は、同実施の形態に係る、枠体組立の断面図である。
【図５】図５は、同実施の形態に係る、エアフィルタ清掃ユニットと、その近傍部位を断
面にした斜視図である。
【図６】図６は、同実施の形態に係る、図５と同部位の縦断面図である。
【図７】図７は、同実施の形態に係る、ボックスケース内部の斜視図である。
【図８】図８は、同実施の形態に係る、ダストボックスの内部斜視図である。
【図９Ａ】図９Ａは、同実施の形態に係る、回転ブラシの連結構造を示す斜視図である。
【図９Ｂ】図９Ｂは、同実施の形態に係る、ダストボックス側部の斜視図である。
【図１０Ａ】図１０Ａは、同実施の形態に係る、室内機本体に組ダストボックスの一側部
斜視図である。
【図１０Ｂ】図１０Ｂは、同実施の形態に係る、枠体組立に取付けられたダストボックス
の他側部斜視図である。
【図１１】図１１は、同実施の形態に係る、駆動部の一部を省略した斜視図である。
【図１２】図１２は、同実施の形態に係る、ギヤ組立を構成するギヤ列の斜視図である。
【図１３】図１３は、同実施の形態に係る、ギヤ列の一部とリフト機構の一部斜視図であ
る。
【図１４】図１４は、同実施の形態に係る、エアフィルタ清掃ユニット一部と換気ユニッ
トの斜視図である。
【図１５】図１５は、同実施の形態に係る、換気ユニット内部の一部斜視図である。
【図１６】図１６は、同実施の形態に係る、換気ユニットのカバーを取外した斜視図であ
る。
【図１７Ａ】図１７Ａは、同実施の形態に係る、ギヤ列の作動を示す説明図である。
【図１７Ｂ】図１７Ｂは、同実施の形態に係る、ギヤ列の作動を示す説明図である。
【図１７Ｃ】図１７Ｃは、同実施の形態に係る、ギヤ列の作動を示す説明図である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　以下、図面を参照しながら、本発明の実施の形態について詳細に説明する。図１は空気
調和機の室内機に係る概略の側断面図、図２は前面パネル２を外した状態での室内機本体
１の正面図である。（なお、説明中に符号を付していない部品は図示していない。以下同
じ）
　室内機本体１は、この室内機本体１の前側筐体を構成する前面パネル２と、後板筐体３
とから構成されていて、上下方向に対して幅方向に横長状をなす。室内機本体１の前面側
一部に前面吸込み口４が開口され、前面吸込み口４に対向する前面パネル２には開閉駆動
機構に支持される可動パネル２Ａが嵌め込まれている。
【００１４】
　運転停止の状態では、上記可動パネル２Ａは前面パネル２表面に接合して同一面となり
前面吸込み口４を閉成するが、運転時には手前側に突出変位して周囲に室内と連通する隙
間を生じさせ、前面吸込み口４が室内に開放するよう制御される。室内機本体１の上部に
は上面吸込み口５が設けられる。この上面吸込み口５には枠状の桟が嵌め込まれていて、
上記桟によって複数の空間部に仕切られている。
【００１５】
　上記室内機本体１の前面下部に吹出し口６が開口され、この吹出し口６には２枚の吹出
しルーバー７ａ，７ｂが並行して設けられる。各吹出しルーバー７ａ，７ｂは、それぞれ
の回動姿勢によって上記吹出し口６を開閉し、かつ運転条件に応じて熱交換空気の吹出し
方向を設定できるようになっている。
【００１６】
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　室内機本体１内には、前側熱交換器部８Ａと後側熱交換器部８Ｂとで略逆Ｖ字状に形成
される熱交換器８が配置されるとともに、この熱交換器８の一側部に電気部品箱９が並設
される。上記前側熱交換器部８Ａは、前面パネル２と間隙を存してほぼ平行な湾曲状に形
成されて前面吸込み口４と上面吸込み口５と対向し、後側熱交換器部８Ｂは直状に形成さ
れて上面吸込み口５と斜めに傾斜して対向している。
【００１７】
　上記熱交換器８の前後側熱交換器部８Ａ，８Ｂ相互間に室内送風機１０が配置される。
上記室内送風機１０は、室内機本体１の一側端のスペースに配置されたファンモータと、
このファンモータの回転軸に一方の支軸が機械的に連結される横流ファンとから構成され
る。上記横流ファンの先端部を支持する軸受部と隣接した位置であり、室内機本体１の他
側端のスペースには、図２のみ示す後述する吸排気装置（以下、「換気ユニット」と呼ぶ
）１１が設けられる。
【００１８】
　上記前側熱交換器部８Ａの下端部は前ドレンパン１２ａ上に載り、上記後側熱交換器部
８Ｂの下端部は後ドレンパン１２ｂ上に載る。前、後ドレンパン１２ａ，１２ｂは、それ
ぞれの熱交換器部８Ａ，８Ｂから滴下するドレン水を受け、図示しない排水ホースを介し
て外部に排水できるようになっている。
【００１９】
　前後ドレンパン１２ａ，１２ｂの一部側壁外面は室内送風機１０に近接して設けられ、
これらで室内送風機１０の横流ファンに対するノーズを構成している。ノーズとなる前後
ドレンパン１２ａ，１２ｂの側壁部分と吹出し口６の各辺部との間は、隔壁部材１４によ
って連結される。隔壁部材１４で囲まれる空間が、ノーズと吹出し口９とを連通する吹出
し通風路１５となっている。
【００２０】
　一方、上記前面パネル２と熱交換器８の前面側から上面側との間に亘って枠体組立１６
が介在され、この枠体組立は取付け具を介して前面パネル２に取付けられる。枠体組立１
６の前面部には、枠体前面に配置される左右に二分割された前部エアフィルタ１７，１７
と、枠体内側に配置される二次エアフィルタであるところの空気清浄ユニット１８が前後
して取付けられる。
【００２１】
　上記枠体組立１６の上面には左右に二分割された上部エアフィルタ２０，２０が取付け
られる。さらに、各前部エアフィルタ１７の上端と各上部エアフィルタ２０の前端との間
に亘って、エアフィルタ清掃ユニットＳが取付けられる。
【００２２】
　なお説明すると、前部エアフィルタ１７と空気清浄ユニット１８は、前面吸込み口４と
熱交換器８を構成する前側熱交換器部８Ａとの間に介設される。上部エアフィルタ２０は
、上面吸込み口５と前側熱交換器部８Ａ一部及び後側熱交換器部８Ｂとの間に介設される
。したがって、上記エアフィルタ清掃ユニットＳは、前面吸込み口４と上面吸込み口５と
の間の部位と対向して配置される。
【００２３】
　上記エアフィルタ清掃ユニットＳは、前部エアフィルタ１７及び上部エアフィルタ２０
の幅方向長さと同一の幅方向長さに形成され、かつ前後方向にある程度の厚み寸法を有し
ている。エアフィルタ清掃ユニットＳの配置位置は、前面パネル２における前面部と上面
部とが交差する、いわゆる角部内のスペースであり、前面パネル２と熱交換器８との間に
必然的に形成されるデッドスペースである。
【００２４】
　したがって、従来構成の室内機本体における前面パネルに対して、前部エアフィルタ１
７、空気清浄ユニット１８、上部エアフィルタ２０及び、エアフィルタ清掃ユニットＳを
取付けた状態の枠体組立１６を、そのままの状態で取付けができる。換言すれば、既存の
室内機本体に枠体組立１６を装着することで、後述するエアフィルタ自動清掃機能を備え
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た空気調和機を構成でき、室内機本体１の共通化が可能となる。
【００２５】
　既存の室内機本体１に備えられるエアフィルタは、前面吸込み口４とともに上面吸込み
口５と対向すべく１枚のものからなっているが、ここでは前部エアフィルタ１７と上部エ
アフィルタ２０とに二分割されている。
【００２６】
　さらに、それぞれの前部エアフィルタ１７及び上部エアフィルタ２０ともに、上記熱交
換器８の幅方向の中間部を境に、左右に二分割されていて、合計４枚のエアフィルタから
構成される。なお、前部エアフィルタ１７と上部エアフィルタ２０の縦方向の寸法は、通
常前部フィルタの方が若干大きめである。
【００２７】
　各分割エアフィルタ１７，２０は、周囲枠のうち本体幅方向に沿う上下辺部と、幅方向
の中央で幅方向とは直交する方向に亘って設けられる中央補強桟Ｘａの幅寸法が大であり
、他の周囲枠及び補強桟の幅寸法が小に形成される。これら枠体相互間に形成される開口
部に、所定網目のメッシュ部Ｘｂが設けられてなる。
【００２８】
　上記空気清浄ユニット１８は、並設される左右一対の電気集塵機２２，２２と、一方（
図２の右側）の電気集塵機２２の側部に配置される集塵機電源部２３とから構成される。
各電気集塵機２２は全く同一の寸法形状に設計され、流通する空気中の塵埃に電荷を与え
る荷電側電極と、電荷を与えられた塵埃を捕捉する集塵側電極を備えている。各電極表面
には、空気に含まれる臭いの成分を吸着する脱臭剤が塗布され、電気集塵機として集塵機
能と脱臭機能を併せ有する。
【００２９】
　各電気集塵機２２は枠体組立１６の空気清浄ユニット収納部１６ａに着脱自在に取付け
られ、集塵機電源部２３は枠体組立１６の空気清浄ユニット収納部１６ａに固定されて上
記電気部品箱９内の電気部品と電気的に接続される。各電気集塵機２２の左右側部から端
子部Ｘｃが突設していて、枠体組立１６の空気清浄ユニット収納部１６ａに取付けた状態
で互いの端子部Ｘｃが掛合して電気的に接続され１つの電気集塵機として機能するように
なっている。
【００３０】
　上記集塵機電源部２３の側部には、電気集塵機２２の端子部Ｘｃと電気的に接続する接
続部Ｘｄを備えている。各電気集塵機２２は左右いずれの位置に取付けてもよく、かつ枠
体組立１６に取付けた状態で電気集塵機２２相互と集塵機電源部２３とは互いに電気的に
接続される。
【００３１】
　図３は枠体組立１６の斜視図、図４は枠体組立１６の断面図である。
【００３２】
　図３では、前部エアフィルタ１７、上部エアフィルタ２０、エアフィルタ清掃ユニット
Ｓを示しているが、空気清浄ユニット１８は省略している。図４では、前部エアフィルタ
１７、上部エアフィルタ２０、エアフィルタ清掃ユニットＳ及び空気清浄ユニット収納部
１６ａの概略の断面を示している。
【００３３】
　上記枠体組立１６は、前面パネル２の外枠体の形状に合せて成形され、左右両側部の縦
枠とこの両側部の間に架設される中央部、及び前面下部、背面部の横枠を備えた枠体によ
り構成する。なお、このうち、前面下部、背面部の横枠は、一部または全部を省略し、中
央部の横枠のみとし、両側部の前面下部側と背面側を室内機本体１の後板筐体３に固定す
るようにしたものでも良く、要は、左右両側部の縦枠と、この両側部の間に架設される中
央部の横枠を備えた枠体であればよい。
【００３４】
　また、ここでは枠体の背面部のみ室内機本体１の幅方向全長に亘って対向する全長を有
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し、この背面部を除く中央部と前面下部の枠体は上記熱交換器８との幅方向寸法に合せて
形成され、熱交換器８と対向する。そして、枠体の側面視形状は前面パネル２の断面形状
に合せて成形されている。これら枠体相互間は上記前面吸込み口４と上面吸込み口５に対
向する開口部となっている。
【００３５】
　枠体組立１６の前面側の開口部は、枠体内側に上記空気清浄ユニット１８が取付けられ
る空気清浄ユニット収納部１６ａを構成し、この前面側には、分割される前部エアフィル
タ１７が取付けられるとともに、上部エアフィルタ２０を枠体前面の前部エアフィルタ１
７の前面部に延出可能なスペースを備えた前面側エアフィルタ収納部１６ｂが設けられる
。
【００３６】
　枠体組立１６の上面側の開口部には、枠体内側に分割される上部エアフィルタ２０が取
付けられ、上部エアフィルタ２０の上面側には前部エアフィルタ１７を延出可能な上面側
のエアフィルタ収納部１６ｃを備えている。上面側のエアフィルタ収納部１６ｃの左右両
側部と中央仕切り部の枠体は、各エアフィルタ１７，２０を移動自在に支持するガイド部
となっている。
【００３７】
　後述するように、前部エアフィルタ１７に対する塵埃除去運転をなさない通常の状態で
、各前部エアフィルタ１７の上端はエアフィルタ清掃ユニットＳ内に挿入し支持される。
同様に、各上部エアフィルタ２０に対する通常の状態（非塵埃除去運転状態）で、各上部
エアフィルタ２０の前端がエアフィルタ清掃ユニットＳ内に挿入し支持されている。
【００３８】
　上記室内機本体１の前面パネル２を開放すれば、各前、上部エアフィルタ１７，２０は
前面と上面の各エアフィルタ収納部から容易に着脱自在となっている。また、空気清浄ユ
ニット１８を構成する一対の電気集塵機２２も空気清浄ユニット収納部１６ａから容易に
着脱自在である。
【００３９】
　上記エアフィルタ清掃ユニットＳは一部（後述するシール部材３４）を除いて、枠体組
立１６の前面側エアフィルタ収納部と上面側エアフィルタ収納部との間に設けられるエア
フィルタ清掃ユニット取付部１６ｄから着脱自在となるよう構成されている。
【００４０】
　このように、枠体組立１６の前面側に空気清浄ユニット１８を配置する空気清浄ユニッ
ト収納部１６ａを構成し、空気清浄ユニット１８前面に前部エアフィルタ１７を配置する
前面側エアフィルタ収納部１６ｂを構成したので、従来のように別個の取付け枠を熱交換
器前面に設けて空気清浄ユニットを取付ける必要がなくなり、エアコンの製造性を向上で
きる。
【００４１】
　特に、図３に示すように、枠体組立１６の一側部で、上記エアフィルタ清掃ユニットＳ
と対向する部位には、エアフィルタ清掃ユニットＳと後述するエアフィルタ移動機構（エ
アフィルタ移動手段）５５を駆動する駆動源と駆動機構を備えた駆動部２５が取付けられ
る。上記駆動部２５の側方には、上記電気部品箱９が配置されることになる。
【００４２】
　図５はエアフィルタ清掃ユニットＳと、その近傍部位を断面にした斜視図、図６は図５
と同部位の縦断面図である。
【００４３】
　上記エアフィルタ清掃ユニットＳは、後述するように前部エアフィルタ１７及び上部エ
アフィルタ２０に付着する塵埃を除去する回転ブラシ（塵埃除去機構）３０と、この回転
ブラシ３０を内部に収容するとともに、回転ブラシ３０が除去した塵埃を収集する塵挨受
け通路（塵埃受け部）３１を備えたダストボックス３２と、上記ダストボックス３２に設
けられる開口部３３を開閉自在なシール部材３４とから構成される。
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【００４４】
　上記ダストボックス３２は、互いに対向する面が開口するボックスケース３２ａ及びボ
ックスカバー３２ｂとを組合せてなり、回転ブラシ３０を軸方向に沿って囲う状態で収容
している。ボックスケース３２ａ下面に上記開口部３３が設けられ、ここから回転ブラシ
３０の一部が露出する。
【００４５】
　上記シール部材３４は、開口部３３の下方部位に、開口部３３と対向して配置される。
シール部材３４は、例えば合成ゴムなどの柔軟な弾性材から形成されていて、後述するリ
フト機構４５に支持される。通常は、開口部３３から露出する回転ブラシ３０部分に接触
しない位置にあり、リフト機構４５が作動することで開口部３３を閉塞することができる
。
【００４６】
　上記塵挨受け通路３１は、回転ブラシ３０の側部に、かつ回転ブラシ３０の軸方向に沿
って形成されるダストボックス３２内の空間部であり、回転ブラシ３０の周面一部が露出
する開口部３３以外は全て閉塞される。塵埃受け通路３１は、回転ブラシ３０の軸心より
も下側に通路面を構成していて、塵埃を確実に受けられる。
【００４７】
　さらに、ダストボックス３２を構成するボックスカバー３２ｂで、上記塵埃受け通路３
１と回転ブラシ３０の収容部位との間には掻き落し用突部３５が突設される。この掻き落
し用突部３５は常時、回転ブラシ３０の毛先内に、回転ブラシ３０の軸方向に亘って挿入
していて、回転ブラシ３０の回転にともなって毛先が摺接する位置にある。
【００４８】
　図７は、上記掻き落し用突部３５を説明するための、ボックスカバー３２ｂ内の一部斜
視図である。
【００４９】
　上記掻き落し用突部３５は、ボックスカバー３２ｂの幅方向に亘って、ボックスカバー
３２ｂと一体に設けられ、互いに所定間隔を存して突出している。したがって、掻き落し
用突部３５は櫛状をなしていて、回転ブラシ３０の回転にともなって、回転ブラシ３０の
毛先に付着する塵埃を掻き落す。ダストボックス３２の構造上、掻き落された塵埃は塵埃
受け通路３１に落下するようになっている。
【００５０】
　図８は、ボックスカバー３２ｂを取外したダストボックス３２の斜視図、図９Ａは回転
ブラシ３０の連結構造を示す斜視図、図９Ｂはダストボックス３２側部の斜視図である。
【００５１】
　上記回転ブラシ３０は、左右方向に分割された上記前部エアフィルタ１７と上部エアフ
ィルタ２０と対向して、左右に分割されたユニット構造としている。すなわち、それぞれ
の分割回転ブラシ３０，３０の軸長は、分割された各前、上部エアフィルタ１７，２０の
幅方向長さと同一であり、同位置に配置される。
【００５２】
　それぞれの分割回転ブラシ３０は、軸部３０ａと、この軸部３０ａの周面に所定間隔を
存して設けられ、かつ軸方向に沿って螺旋状に植設される複数条のブラシ部３０ｂを備え
ている。各分割回転ブラシ３０の軸部３０ａ両側端は二股状の連結部Ｘｆとなっていて、
特に図９Ａに示すように、各分割回転ブラシ３０相互は互いの連結部Ｘｆを掛合すること
で、ワンタッチで連結可能である。
【００５３】
　この状態にして、回転ブラシ３０をボックスケース３２ａ内に挿入すると、分割回転ブ
ラシ３０の連結部Ｘｆはボックスケース３２ａに設けられる軸受部Ｘｈに支持される。そ
のうえで、軸受部Ｘｈに押えカバー３６を嵌め込むことで、分割回転ブラシ３０の連結部
Ｘｆ相互はボックスケース３２ａに回転自在に支持されることになる。
【００５４】
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　特に、ダストボックス３２の一側部（図８の右側部）を拡大して図９Ｂに示している。
このダストボックス３２の側面には、ブラシ連結ギヤ３７が側面より外側に露出するよう
回転自在に支持されており、このブラシ連結ギヤ３７の周囲は、切欠開口部Ｘｉを除きカ
バーで覆われている。分割回転ブラシ３０相互を連結してダストボックス３２内に挿入す
れば、一方の分割回転ブラシ３０は連結部Ｘｆを介して上記ブラシ連結ギヤ３７に連結さ
れる。
【００５５】
　このように、回転ブラシ３０とダストボックス３２の構成から、回転ブラシ３０はダス
トボックス３２に対して着脱自在であり、取付けた状態で回転ブラシ３０はダストボック
ス３２に回転自在に支持される。そして、回転ブラシ３０は２本の分割回転ブラシに分離
でき、かつ互いの連結が自由に可能である。
【００５６】
　一方、上記ダストボックス３２に設けられ回転ブラシ３０が露出する開口部３３は、分
割された前、上部エアフィルタ１７，２０の周囲枠あるいは中間枠間に設けられるメッシ
ュ部Ｘｂと対向している。そのため回転ブラシ３０は、前部エアフィルタ１７と上部エア
フィルタ２０のメッシュ部Ｘｂ表面と確実に接触できるようになっている。
【００５７】
　図１０Ａは室内機本体１に組み込まれたダストボックス３２の一側部斜視図、図１０Ｂ
は枠体組立１６に取付けられたダストボックス３２の他側部斜視図である。
【００５８】
　上記ダストボックス３２の左右両側部には、把手部３８が一体に設けられている。内部
に回転ブラシを収容するエアフィルタ清掃ユニットＳを枠体組立１６のエアフィルタ清掃
ユニット取付部１６ｄに取付け、もしくはここから取外しする際は、上記把手部３８を持
って作業すると容易に行える。
【００５９】
　図１０Ａに示すように、上記ダストボックス３２の一側部（右側部）で、この上面をな
すボックスカバー３２ｂには矩形状の空気導入孔３９が設けられている。この空気導入孔
３９は、上記塵埃受け通路３１と対向して設けられていて、互いに連通する位置にある。
【００６０】
　図１０Ｂに示すように、ダストボックス３２の他側部には塵埃排出カバー４０が一体に
取付けられる。この塵挨排出カバー４０は上記塵埃受け通路３１の末端部に設けられてい
て、塵挨受け通路３１を介して上記空気導入孔３９と連通する。そして、エアフィルタ清
掃ユニットＳを枠体組立１６の所定部位に取付けた状態で、上記塵挨排出カバー４０は枠
体組立１６に設けられる排出ボックス４１内に収容されるようになっている。
【００６１】
　上記排出ボックス４１には接続口４１ａが一体に設けられていて、ここには後述するよ
うに接続ホース４２が接続され、上記換気ユニット１１と連通する。したがって、ダスト
ボックス３２内に形成される塵埃受け通路３１の一端部は空気導入孔３９を介してダスト
ボックス３２外部であるエアフィルタ清掃ユニットＳ外部と連通し、塵埃受け通路３１の
他端部は上記塵挨排出カバー４０と排出ボックス４１及び接続ホース４２を介して換気ユ
ニット１１と連通することになる。
【００６２】
　このようにして構成されるダストボックス３２は、帯電防止樹脂材を用いて成形され、
かつ抗菌処理が施されている。そのため、塵埃の付着やカビの発生を防止して、長期に亘
って清潔な状態を維持できる。同様に、回転ブラシ３０についても抗菌処理したものを使
用して、塵埃の付着やカビの発生を防止して、長期に亘って清潔な状態を維持できる。
【００６３】
　さらに、ダストボックス３２内部において塵埃の移動がスムーズとなるよう、塵埃接触
部分に対して滑らかな表面処理を施している。特に塵挨受け通路３１においては、断面積
を略全域に亘り推力直径が１２ｍｍ以上となるよう設計されており、実際の塵挨除去運転
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において圧損を小さく抑え、風の流れがスムーズになるよう構成される。また、塵挨受け
通路３１内の稜線は風上側にＲ２ｍｍ以上の曲面を形成することで、塵挨が引っ掛って移
動しない等の不具合の発生を確実に防止できる。
【００６４】
　後述するように、上記シール部材３４でダストボックス開口部３３を閉成した状態にし
て、塵挨受け通路３１内の塵埃を上記換気ユニット１１に排出する作用をなす。このとき
の塵挨受け通路３１末端の風速が２ｍ／ｓ以上となるよう設定することで、塵挨受け通路
内の塵埃を確実に移動させることが種々の実験から判明した。
【００６５】
　図１０Ａに示す（図３にも示している）ように、上記駆動部２５は、４個の駆動源であ
る第１～第４の駆動モータ４６～４９と、これら駆動モータ４６～４９を側面部に取付け
、内部に後述するギヤ列を収容するケーシング５１を備えたギヤ組立Ｇとから構成される
。
【００６６】
　図５及び図６に示す、上記第１の駆動モータ４６と第２の駆動モータ４７は、後述する
ようにして前部エアフィルタ１７を移動する前部移動機構５２と上部エアフィルタ２０を
移動する上部移動機構５３の、それぞれに対する駆動源であり、これら前部移動機構５２
と上部移動機構５３でエアフィルタ移動機構５５が構成される。
【００６７】
　上記エアフィルタ移動機構５５において、前、上部移動機構５２，５３を駆動するのに
必要なトルクを確保するには、本来、大型の駆動モータを１個用意すれば足りるが、大型
モータを枠体組立に取付けると、大径寸法であるので電気部品箱９及び前面パネル２と干
渉してしまう。そこで、必要トルクの半分のトルクを備えた２個の小型駆動モータ４６，
４７を用意して、取付けスペース上の不具合を解消している。
【００６８】
　再び図１０Ａに示す上記第３の駆動モータ４８は、上記回転ブラシ３０を駆動するブラ
シ駆動機構を構成する。第４の駆動モータ４９は、第１、第２の駆動モータ４６，４７の
駆動力を前部移動機構５２もしくは上部移動機構５３のいずれかに伝達するよう選択して
切換える切換え機構６１を駆動するためのものである。
【００６９】
　図１１は、駆動部２５の一部を省略した斜視図である。上記第３の駆動モータ４８のみ
示し、他の駆動モータは省略しているとともに、ギヤ組立Ｇを構成するギヤケース５１の
側面部を外してギヤ列の一部を示している。ただし、上記第１の駆動モータ４６の支持座
Ｘｋと、上記第２の駆動モータ４７の支持座Ｘｍが近接した位置に設けられることと、上
記第４の駆動モータ４９の支持座Ｘｎがケーシング５１の下端部に設けられることを示し
ている。
【００７０】
　上記第３の駆動モータ４８の回転軸に駆動ギヤが嵌着され、この駆動ギヤと噛合するブ
ラシ駆動ギヤ６２が第３の駆動モータ４８の端面から突出して支持される。このブラシ駆
動ギヤ６２は、先に図９Ｂで説明したダストボックス３２側面に設けられるカバーの切欠
開口部Ｘｉから一部が露出し、回転ブラシ３０に連結されるブラシ連結ギヤ３７と噛合す
るようになっている。これら第３の駆動モータ４８とブラシ駆動ギヤ６２とで上記ブラシ
駆動機構が構成される。なお、ここで示す他のギヤについては、図１２及び図１３におい
て説明する。
【００７１】
　図１２は上記ギヤ組立Ｇを構成するギヤ列の斜視図、図１３は図１２のケーシング５１
の側面部を省略してギヤ列の一部を示すとともに、上記シール部材３４を支持するリフト
機構４５の一部斜視図である。
【００７２】
　図１２に示すケーシング５１の右側隅部に所定間隔を存して、互いに同一ギヤ径の一対
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のギヤＥが支持される。これらギヤＥの軸部には先に説明した第１の駆動モータ４６と第
２の駆動モータ４７の回転軸がケーシング５１の側面から上記支持座Ｘｋ、Ｘｍに挿入さ
れ、各モータ４６，４７はケーシング５１側面に取付けられる。第１、第２の駆動モータ
４６，４７の回転軸は支持座Ｘｋ、Ｘｍから突出していて、それぞれに上記ギヤＥが嵌着
固定される。
【００７３】
　各ギヤＥは、互いにケーシング５１に支持される一部のみ示すギヤに噛合され、このギ
ヤの裏面にギヤＢが一体に設けられる。上記ギヤＢは、隣接する大径のギヤＡに噛合し、
このギヤＡと同軸に小径の上部用ギヤＦｕが設けられる。
【００７４】
　なお説明すると、ギヤＡと上部用ギヤＦｕは同軸に設けられているけれども、ギヤＡは
ケーシング５１の側面から突設される支軸に支持され、上部用ギヤＦｕは上部移動機構５
３を構成する支軸の端部に嵌着される。したがって、ギヤＡと上部用ギヤＦｕは互いに自
由に回転自在となっている。
【００７５】
　また、上記ケーシング５１には、上記ギヤＡと噛合するギヤＣが支持される。このギヤ
ＣにはギヤＤが後述するようにして噛合していて、ギヤＤは切換え機構６１を構成する駆
動アーム６４の先端に支持される。さらに、上記ギヤＣを中心にして、上部用ギヤＦｕと
対称の位置に前部用ギヤＦｆが支持される。この前部用ギヤＦｆは前部移動機構５２を構
成する支軸の端部に嵌着される。
【００７６】
　このように、第１、第２の駆動モータ４６，４７からギヤ列Ｇの組合せで、前部移動機
構５２と上部移動機構５３とからなる上記エアフィルタ移動機構５５が構成される。
【００７７】
　一方、ここでは図示しない上記第４の駆動モータ４９の回転軸はケーシング５１を介し
て内部に突出し、この回転軸に駆動レバー６５の基端部が嵌着固定される。上記駆動レバ
ー６５は基端部から軸方向とは直交する方向に一体に延設される舌片部６５ａを備えてい
て、この舌片部６５ａの先端に上記駆動アーム６４の基端部が回動自在に連結される。
【００７８】
　これら第４の駆動モータ４９、駆動レバー６５、駆動アーム６４、ギヤＤで、上記切換
え機構６１が構成される。すなわち、上記第４の駆動モータ４９の回転方向に応じて駆動
レバー６５と駆動アーム６４が一体になって回動し、駆動アーム６４先端のギヤＤの位置
が変動するよう構成される。
【００７９】
　さらに、上記切換え機構６１を構成する駆動アーム６４の先端部とギヤＤは、ギヤアー
ム６６の下端部にピンを介して回動自在に支持される。上記ギヤアーム６６は上端部が支
軸部ｐを介してケーシング５１に支持され、この支軸部ｐには上記ギヤＣも支持されてい
る。
【００８０】
　すなわち、上記ギヤアーム６６はギヤＣとともに上記支軸部ｐ回りに回動自在であり、
このギヤアーム６６の下端部に上記ギヤＤ及び駆動アーム６４の先端部が回動自在に連結
される。そのため、上記ギヤＤはギヤアーム６６の回動姿勢に係らず常にギヤＣに噛合す
ることとなる。
【００８１】
　そして、第４の駆動モータ４９によって駆動レバー６５を介して駆動アーム６４が回動
した状態で、駆動アーム６４に連結されるギヤＤはギヤＣとの噛合状態を維持しつつ、ギ
ヤＤは上部用ギヤＦｕもしくは前部用ギヤＦｆのいずれかに噛合可能であり、もしくはい
ずれのギヤＦｕ，Ｆｆにも噛合しない位置を選択できるようになっている。
【００８２】
　図１２のみ示すように、上記ケーシング５１の隅部にはマイクロスイッチ６７が取付け
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られている。上記駆動アーム６４は、回動変位した位置によっては上記マイクロスイッチ
６７の作動子に接触してオン状態となし、検知信号は制御部に送られるようになっている
。
【００８３】
　すなわち、駆動アーム６４がマイクロスイッチ６７をオン状態となすのは、駆動アーム
６４に支持されるギヤＤが上部用ギヤＦｕもしくは前部用ギヤＦｆのいずれにも噛合しな
い位置にある。換言すれば，マイクロスイッチ６７がオフ状態にあれば、ギヤＤが上部用
ギヤＦｕもしくは前部用ギヤＦｆのいずれかに噛合する位置にある。
【００８４】
　上記切換え機構６１を構成するギヤアーム６６はまた、上記シール部材３４を支持する
リフト機構４５も兼用する。図１３のみに示すように、ギヤアーム６６の下端部は支軸部
ｐを中心として所定の曲率半径を形成していて、この内面側には内歯部６８が設けられて
いる。上記内歯部６８には切換え用ギヤ６９が噛合していて、この切換え用ギヤ６９はケ
ーシング５１側面を貫通して設けられるシール用支軸７０の端部に嵌着固定される。
【００８５】
　上記シール用支軸７０は、上記枠体組立１６に取付けられる軸受具に支持され、上記シ
ール部材３４の下面側に、かつシール部材３４の長手方向に沿って対向して設けられてい
る。したがって、上記切換え機構６１を構成する第４の駆動モータ４９が駆動して、駆動
レバー６５と駆動アーム６４を介してギヤアーム６６が回動すれば、上記切換え用ギヤ６
９もまた回転することとなる。
【００８６】
　上記シール用支軸７０の所定部位にはシール駆動用カム７１が設けられている。このシ
ール駆動用カム７１は全体的に円筒状をなし、周面一部に径方向に突出する半円板状のカ
ム部Ｘｑを備えている。
【００８７】
　一方、上記シール部材３４はシールベース７３に取付けられていて、上記シールベース
７３はいわゆるパンタグラフ構造をなすシールガイド機構７４に支持される。上記シール
ガイド機構７４は枠体組立１６に設けられ、リフト力のかからない通常の姿勢では平坦状
に折り畳まれ、上方へのリフト力がかかった状態で立上がり変形してシールベース７３と
ともにシール部材３４を上方へ押上げる作用をなす。
【００８８】
　このようなシールガイド機構７４の一部に、上記シール駆動用カム７１が接離自在とな
るよう構成されている。シール駆動用カム７１がシールガイド機構７４の一部に接触した
状態で、シールガイド機構７４は立上がり動作をなしてシール部材３４は押上げられ、シ
ール駆動用カム７１がシールガイド機構７４から離間すると、シールガイド機構７４は自
然的に平坦状に折り畳まれシール部材３４は下降する。
【００８９】
　これらギヤアーム６６、シール駆動用カム７１、シールガイド機構７４で、シール部材
３４に対する上記リフト機構４５が構成される。
【００９０】
　つぎに、上記前部移動機構５２及び上部移動機構５３について説明する。再び図５及び
図６に示すように、上記ダストボックス３２の開口部３３を開閉するシール部材３４の両
側部に沿って一対の支軸７５ａ，７５ｂが設けられる。それぞれの支軸７５ａ，７５ｂの
一端部（右側端部）には、先に図１２で説明したように、上記ギヤ列を構成する前部用ギ
ヤＦｆもしくは上部用ギヤＦｕが嵌着固定される。実際には、図５、図６の左側の支軸７
５ａに前部用ギヤＦｆが取付けられ、右側の支軸７５ｂに上部用ギヤＦｆが取付けられる
。
【００９１】
　上記各支軸７５ａ，７５ｂの他端部（左側端部）は、軸受具を介して枠体組立１６に回
転自在に支持される。また、支軸７５ａ，７５ｂの中間部で、かつ分割された前、上部エ
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アフィルタ１７，２０の中央補強桟Ｘａと対向する部位には、前部エアフィルタ駆動ギヤ
７６もしくは上部エアフィルタ駆動ギヤ７７が嵌着固定される。これら前、上部エアフィ
ルタ駆動ギヤ７６，７７の一部は、上記枠体組立１６に設けられる開口部から前面側もし
くは上面側へ突出する。
【００９２】
　その一方で、上記中央補強桟Ｘａの裏面側には長手方向に沿って、いわゆるラック（平
歯車）７８が設けられている。それぞれのラック７８には、枠体組立１６の上記開口部か
ら突出する前、上部エアフィルタ駆動ギヤ７６，７７が、いわゆるピニオンとして噛合す
る。なお、中央補強桟Ｘａにはラック７８を設けることに限定されず、連続する凹凸溝も
しくは所定間隔を存して孔部を設け、これに掛合する手段を上記支軸７５ａ，７５ｂに設
けるようにしてもよい。
【００９３】
　特に図６に示すように、前部エアフィルタ駆動ギヤ７６と上部エアフィルタ駆動ギヤ７
７の軸心位置は、上記回転ブラシ３０の軸心位置を頂点と見立てた場合の二等辺三角形を
なす位置に設定されている。
【００９４】
　いずれにしろ、ギヤ列を構成する前部用ギヤＦｆが回転すれば、この支軸７５ａに設け
られる前部エアフィルタ駆動ギヤ７６が回転して、ピニオンとラックの関係から前部エア
フィルタ１７が前部エアフィルタ駆動ギヤ７６の回転方向に移動付勢される。また、ギヤ
列を構成する上部用ギヤＦｕが回転すれば、この支軸７５ｂに設けられる上部エアフィル
タ駆動ギヤ７７が回転し、ピニオンとラックの関係から上部エアフィルタ２０が上部エア
フィルタ駆動ギヤ７７の回転方向に移動付勢される。
【００９５】
　このようにして、前部エアフィルタ駆動ギヤ７６と前部エアフィルタ１７に設けられる
ラック７８とで、前部エアフィルタ１７を移動する前部移動機構５２が構成される。そし
て、上部エアフィルタ駆動ギヤ７７と上部エアフィルタ２０に設けられるラック７８とで
、上部エアフィルタ２０を移動する上部移動機構５３が構成される。
【００９６】
　また、上記ダストボックス３２を構成するボックスケース３２ａには、前部ガイド８０
及び上部ガイド８５が設けられる。すなわち、前部ガイド８０と上部ガイド８５はエアフ
ィルタ清掃ユニットＳに一体に取付けられる。
【００９７】
　なお説明すると、前部ガイド８０は、ボックスケース３２ａの幅方向に亘って設けられ
、ここではステンレス棒からなる前部ガイド軸８１を備えている。この前部ガイド軸８１
は枠体組立１６の上面側に位置し、かつ枠体組立１６を介して前部エアフィルタ駆動ギヤ
７６が嵌着される上記支軸７５ａと並行して設けられている。
【００９８】
　前部ガイド軸８１の左右両側部と中央部には、ダストボックス３２と前部ガイド軸８１
との間隔を均一に保持する間隔保持具８２が設けられる。上記間隔保持具８２は、上記ボ
ックスケース３２ａの角部に接離自在な突部８２ａを備えていて、この突部８２ａをボッ
クスケース３２ａに当接することにより前部ガイド軸８１の位置が固定化され、かつダス
トボックス３２に対する前部ガイド軸８１との間隔が互いの全長に亘って均一に設定され
るようになっている。
【００９９】
　さらに、前部ガイド軸８１には、分割された各前部エアフィルタ１７の中央補強桟Ｘａ
と対向する部位にフィルタガイド８３が取付けられる。このフィルタガイド８３は断面が
変形楕円状をなし、表面は平滑な合成樹脂材から形成されていて、上記中央補強桟Ｘａの
幅寸法よりも若干大きな幅寸法を有する。
【０１００】
　各フィルタガイド８３の上面側で、幅方向両側部にはガイド鍔部Ｘｔが設けられていて
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、これらガイド鍔部Ｘｔ相互間に上記中央補強桟Ｘａの幅方向を嵌め込むことが可能であ
る。また、通常の状態でフィルタガイド８３の周面下端側一部は前部エアフィルタ１７の
中央補強桟Ｘａ上面に接触するよう組立てられる。
【０１０１】
　同様に、上記上部ガイド８５は、ボックスケース３２の幅方向に亘って設けられ、ステ
ンレス棒からなる上部ガイド軸８６を備えている。上部ガイド軸８６は枠体組立１６の上
面側に位置し、かつ枠体組立１６を介して上部エアフィルタ駆動ギヤ７７が嵌着される支
軸７５ｂと並行して設けられている。
【０１０２】
　ここでは特に図示していないが、上部ガイド軸８６の左右両側部と中央部にも、ダスト
ボックス３２と上部ガイド軸８６との間隔を均一に保持する間隔保持具が設けられる。こ
の間隔保持具は、ボックスケース３２ａの角部に接離自在な突部を備え、この突部をボッ
クスケース３２ａに当接することにより上部ガイド軸８６の位置が固定化され、かつダス
トボックス３２に対する上部ガイド軸８６との間隔が互いの全長に亘って均一に設定され
ることも同様である。
【０１０３】
　さらに、上部ガイド軸８５には、分割された各上部エアフィルタ２０の中央補強桟Ｘａ
と対向する部位にフィルタガイド８８が取付けられる。このフィルタガイド８８は断面が
変形楕円状をなし、表面は平滑な合成樹脂材から形成されていて、上記中央補強桟Ｘａの
幅寸法よりも若干大きな幅寸法を有する。
【０１０４】
　各フィルタガイド８８の上面側で、幅方向両側部にはガイド鍔部Ｘｔが設けられていて
、これらガイド鍔部Ｘｔ相互間に上記中央補強桟Ｘａの幅方向を嵌め込むことが可能であ
る。また、通常の状態でフィルタガイド８８の周面下端側一部は上部エアフィルタ２０の
中央補強桟Ｘａ上面に接触するよう組立てられる。
【０１０５】
　図１４はエアフィルタ清掃ユニットＳと換気ユニット１１との接続構造を説明する斜視
図、図１５は換気ユニット１１内部の一部斜視図、図１６は換気ユニット１１を構成する
ファンケーシング９０の側面カバーを取外した斜視図である。
【０１０６】
　上記換気ユニット１１は、本来、室内空気を室内機本体１内に取り入れたあと、熱交換
器８の一次側もしくは二次側の空気を外部に排出する機能を備えているが、ここでは併せ
て、後述するように前部エアフィルタ１７と上部エアフィルタ２０からエアフィルタ清掃
ユニットＳが収集した塵埃を吸気し、かつ屋外へ排出する吸排気装置を兼ねている。した
がって、吸排気装置を換気ユニット１１として、以下に説明する。
【０１０７】
　先に図１０Ｂで説明したように、エアフィルタ清掃ユニットＳを構成するダストボック
ス３２には、側端部に塵挨排出カバー４０が取付けられていて、エアフィルタ清掃ユニッ
トＳを枠体組立１６に取付けた状態で、枠体組立１６に設けられる排出ボックス４１内に
収容される。
【０１０８】
　図１４に示すように、上記排出ボックス４１にはホース接続口４１ａが一体に設けられ
ていて、接続ホース４２の一端部が接続される。接続ホース４２は緩やかな曲線をなすよ
う曲成されて、上記換気ユニット１１に設けられる接続口９１に接続される。すなわち、
後述するように接続ホース４２内には前、上部エアフィルタ１７，２０から除去した塵埃
が流通するので、途中で詰まらないように配慮される。
【０１０９】
　図１５に示すように、換気ユニット１１を構成するファンケーシング９０には取付け用
孔９３が設けられ、この取付け用孔９３と連通するようファンケーシング９０の外周面に
上記接続口９１と塵埃排出路９４を備えた塵埃案内用ケース９５が取付けられている。上
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記接続口９１にはエアフィルタ清掃ユニットＳから延出される上記接続ホース４２が接続
され、塵埃排出路９４を介して換気ユニット１１のファンケーシング９０内部に連通する
。
【０１１０】
　上記塵埃案内用ケース９５における塵埃排出路９４の中途部には風力ダンパ９６が設け
られるとともに、この風力ダンパ９６はダンパケース９７でカバーされる。接続ホース４
２から塵埃排出路９４に導かれた塵埃は風力ダンパ９６を介して換気ユニット１１のファ
ンケーシング９０に導入されるようになっている。
【０１１１】
　上記風力ダンパ９６は、側面視で略への字状に折曲される板片からなっていて、上記ダ
ンパケース９７は風力ダンパ９６の形状に合致して形成され、塵埃案内用ケース９５から
突出する。風力ダンパ９６の一端は支軸Ｘｕを介して塵挨案内用ケース９５に回動自在に
支持され、風力ダンパ９６の他端は重力で塵挨排出路９４に垂れ下がって、塵挨排出路９
４を閉成する。
【０１１２】
　接続ホース４２に所定圧以上の風圧が加わると、風力ダンパ９６の他端は風圧で上方に
押され、塵挨排出路９４を開放するようになっている。また、この状態から所定圧以上の
風圧が無くなれば、風力ダンパ９６は再び塵挨排出路９４を閉成することとなる。
【０１１３】
　図１６に示すように、上記換気ユニット１１は、ファンケーシング９０の側面中心部に
開口する換気吸込み口に設けられた換気通路用開閉ダンパ９８と、このダンパ９８を駆動
する機構及びファンケーシング９０内に配置される換気ファン９９などの送風機構から構
成される。
【０１１４】
　上記換気通路用開閉ダンパ９８は、換気吸込み口を覆う円板状の仕切り板と、表面に回
動可能に配置された円板状のダンパで構成され、仕切り板とダンパの所定部位にそれぞれ
開口を備えている。すなわち、ダンパが回動して双方の開口位置が重なり合うことで、互
いの開口が連通される構成としている。
【０１１５】
　上記開口の一方は、上記熱交換器８の二次側空間と連通し、もう一方は前、上部エアフ
ィルタ１７，２０を通過して熱交換器８に導かれる以前の、熱交換器８の一次側空間と連
通する構成となっている。上記開閉ダンパ９８の駆動機構は制御信号にもとづいて換気通
路用開閉ダンパ９８を回動駆動する。
【０１１６】
　その結果、二次側換気モードを選択すると、熱交換器８を通過した熱交換器二次側空気
を換気ファン９９に導く作用が行われる。一次側換気モードを選択すると、前、上部エア
フィルタ１７，２０を通過し熱交換器８に導かれる以前の熱交換器一次側空気を換気ファ
ン９９に導く作用が行われる。全閉モードを選択すると、上記換気吸込み口を閉塞する作
用が行われる。
【０１１７】
　上記ファンケーシング９０は排気口９０ａを備えていて、この排気口９０ａには排気ダ
クトが接続される。上記塵挨案内用ケース９５が取付けられる取付け用孔９３から排気口
９０ａが設けられるファンケーシング９０部位は、換気ファン９９の先端から最も離間す
るよう設定されている。上記排気ダクトは、室内機本体１の取付け壁面を貫通して屋外へ
突出していて、換気ユニット１１を構成する送風機構は排気ダクトを介して屋外と連通す
る。
【０１１８】
　二次側換気モードもしくは一次側空気換気モードを選択して、ファンケーシング９０の
換気吸込み口を換気通路用開閉ダンパ９８の切換えで開口させ、ファンケーシング９０内
の換気ファン９９を回転駆動することで、熱交換器二次側空気もしくは熱交換器一次側空
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気が屋外へ排出される、いわゆる換気作用をなす。これら一次側と二次側の選択は、被空
調室内の状態ばかりでなく室内機本体内の状態に応じて選択される。さらに、全閉モード
を選択すると、換気吸込み口を開閉ダンパ９８が閉塞する。
【０１１９】
　エアフィルタ清掃ユニットＳと換気ユニット１１を連通する接続ホース４２は、ファン
ケーシング９０の換気吸込み口と排気口９０ａとの間に設けられる塵挨案内用ケース９５
に接続されているため、換気吸込み口を閉塞して換気ファン９９を回転駆動すれば、接続
ホース４２を介してエアフィルタ清掃ユニットＳ側に負圧がかかることとなる。
【０１２０】
　つぎに、このようにして構成される空気調和機の室内機における作用について説明する
。使用者がリモコン（遠隔操作盤）の運転ボタンを押圧操作すると、室内送風機１０が駆
動するとともに空気清浄ユニット１８が作用する。さらに、室内機と冷媒管を介して連通
する室外機において圧縮機が駆動して、冷凍サイクル運転が開始される。
【０１２１】
　室内空気は前面吸込み口４及び上面吸込み口５から室内機本体１内に導かれ、２分割さ
れた前部エアフィルタ１７及び上部エアフィルタ２０を通過する。このとき、室内空気中
に含まれる塵埃が前部エアフィルタ１７及び上部エアフィルタ２０に捕捉される。前部エ
アフィルタ１７により塵埃が除去された室内空気は空気清浄ユニット１８を構成する一対
の電気集塵機２２を通過して、より微細な塵埃が電気的に集塵され、かつ脱臭される。
【０１２２】
　清浄化した室内空気は熱交換器８を流通し、ここに導かれる冷媒と熱交換作用が行われ
る。そのあと、熱交換空気は吹出し通風路１５に沿って導かれ、吹出し口６から吹出しル
ーバー７ａ，７ｂに案内されて室内へ吹出され、効率のよい空調運転を継続する。
【０１２３】
　使用者がリモコン（遠隔操作盤）を操作して「エアフィルタ掃除モード」を選択する、
もしくは所定の期間毎で空調運転の終了後、もしくは予め設定された時間、もしくは予め
決められた時間帯などに、「エアフィルタ掃除モード」が自動的に行われる。
【０１２４】
　エアフィルタ掃除モードの選択に伴い、制御部は駆動部における第１の駆動モータ４６
と第２の駆動モータ４７及び第３の駆動モータ４８に駆動信号を送る。はじめは、エアフ
ィルタ移動機構５５を構成する前部移動機構５２が駆動され、同時にブラシ駆動機構が作
動する。第４の駆動モータ４９に対しては、先にエアフィルタ掃除モードの選択終了時に
駆動信号を送っており、第４の駆動モータ４９に連結される切換え機構６１はギヤＤを前
部用ギヤＦｆと噛合する位置に切換えている。
【０１２５】
　具体的には、図１７Ａに示すように、切換え機構６１の駆動アーム６４は全体的に図の
矢印方向（左側）へ移動付勢されていて、ギヤＤはギヤＣとの噛合関係を維持しつつ前部
用ギヤＦｆと噛合している。
【０１２６】
　この状態で第１、第２の駆動モータ４６，４７の駆動により一対のギヤＥが互いに同方
向に回転駆動される。これらギヤＥを介してギヤＢが回転し、このギヤＢに噛合するギヤ
ＡからギヤＣに回転力が伝達される。
【０１２７】
　そして、ギヤＣからギヤＤを介して前部用ギヤＦｆに回転力が伝達され、この前部用ギ
ヤＦｆを支持する支軸７５ａが回転する。この支軸７５ａには前部エアフィルタ駆動ギヤ
７６が設けられ、しかも前部エアフィルタ１７が上面側から前部ガイド８０に押え付けら
れて中央補強桟Ｘａのラック７８と噛合している。
【０１２８】
　各前部エアフィルタ駆動ギヤ７６が回転すれば、分割された前部エアフィルタ１７は互
いに同時に、同量ずつ確実に移動を開始する。各分割前部エアフィルタ１７は徐々に前面



(17) JP 5019124 B2 2012.9.5

10

20

30

40

50

側のエアフィルタ収納部１６ｂから出て、両側部は枠体組立１６のガイド部に案内され上
昇移動する。
【０１２９】
　このとき、リフト機構４５を構成するシール駆動用カム７１がシールガイド機構７４か
ら離間していて、シールガイド機構７４は平坦状に折り畳まれ、シール部材３４は下降位
置にあってダストボックス３２の開口部３３は開放されている。
【０１３０】
　したがって、前部エアフィルタ１７はダストボックス３２下端とシール部材３４との間
に形成される隙間を挿通する。同時に、ブラシ駆動機構が作動して、回転ブラシ３０は図
５及び図６に示す時計回り方向に回転駆動される。前部エアフィルタ１７は上端から順次
下端側に亘って回転ブラシ３０に対向し、かつ摺接しながら上昇移動する。
【０１３１】
　前部エアフィルタ１７に付着していた塵埃は、回転ブラシ３０によって円滑に、かつ確
実に掻き落されて除去される。すなわち、左右に分割されている前部エアフィルタ１７に
対して、回転ブラシ３０も左右に分割されているので、各分割前部エアフィルタ１７への
接触のばらつきを少なくして、塵埃の掻き取り効果を高めることができる。
【０１３２】
　そして、左右に分割された回転ブラシ３０は１本化して、一体に回転駆動される。分割
された前部エアフィルタ１７に対して、前部移動機構５２を構成する２個の前部エアフィ
ルタ駆動ギヤ７６は１本の支軸７５ａに設けられて同時に回転するから、左右の分割前部
エアフィルタ１７を同時にかつ同量ずつ一斉に移動させることができる。
【０１３３】
　塵埃は前部エアフィルタ１７から回転ブラシ３０に転移する。この直後に回転ブラシ３
０は掻き落し用突部３５に接触して通過する。掻き落し用突部３５が櫛歯状に形成されて
いるので、回転ブラシに転移した塵埃は掻き落されて塵埃受け通路３１に落下する。上記
塵挨受け通路３１は、回転ブラシ３０と対向する部位が開口している以外は密閉構造とな
っているので、掻き落とされた塵埃が塵挨受け通路３１から周辺へ飛散することはない。
【０１３４】
　このようにして、付着する塵埃が除去された前部エアフィルタ１７がダストボックス３
２の回転ブラシ３０接触部位から出た直後に、前部エアフィルタ１７の上端縁が上部ガイ
ド８５とダストボックス３２角部との隙間に導かれる。上記隙間は間隔保持具８２によっ
て、正確に、かつ均一に設定保持されているので、前部エアフィルタ１７は上記隙間を運
かつに通過していく。
【０１３５】
　前部エアフィルタ１７が上記隙間を通過する際、中央補強桟Ｘａが上部ガイド８５を構
成するフィルタガイド８８に摺接する。具体的には、中央補強桟Ｘａはフィルタガイド８
８に設けられるガイド鍔部Ｘｔに嵌め込まれながら摺動する。しかも、前部エアフィルタ
１８は両側部を枠体組立１６に設けられるガイド部に沿って案内されているので、幅方向
に傾くことなく正しい姿勢を保持して上昇移動する。
【０１３６】
　結局、各前部エアフィルタ１７は回転ブラシ３０によって塵埃を除去されつつ、枠体組
立１６に設けられ上部エアフィルタ２０を収納する上面側のエアフィルタ収納部１６ｃに
挿入される。すなわち、前部エアフィルタ１７は上部エアフィルタ２０の上部側に、互い
に狭小の間隙を存して対向するよう案内される。前部エアフィルタ１７の上端が上面側の
エアフィルタ収納部１６ｃの後端に挿入したところで、制御部は第１、第２の駆動モータ
４６，４７を一旦停止するよう制御する。
【０１３７】
　したがって、各前部エアフィルタ１７は往動移動し、その間にエアフィルタ清掃ユニッ
トＳにより全面に亘って塵埃を除去される。そして、上面側のエアフィルタ収納部１６ｃ
に上部エアフィルタ２０と対向して収納される。この状態で、前部エアフィルタ１７の下
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端周囲枠がダストボックス３２内にあり、中央補強桟Ｘａはフィルタガイド８８に押え付
けられてラック７８と前部エアフィルタ駆動ギヤ７６の噛合状態は維持されている。
【０１３８】
　ついで制御部は、第１、第２の駆動モータ４６，４７に対して逆方向に回転する駆動信
号を送る。第３の駆動モータ４８に対しては、回転方向は変化ないが、回転速度を速める
制御をなす。ギヤ列を構成する各ギヤは先に説明した回転方向とは逆方向に回転して、前
部移動機構５２は分割された前部エアフィルタ１７を同時に同量ずつ下降移動させる。な
お、第４の駆動モータに対しては停止状態を継続する。
【０１３９】
　先の塵挨除去作用で全ての塵埃が前部エアフィルタ１７から除去されているが、条件に
よっては、なお前部エアフィルタ１７に塵埃が残留する場合がある。したがって、前部エ
アフィルタ１７を下降移動する際にも回転ブラシ３０に摺接させるので、残留していた塵
埃の全ては確実に除去される。
【０１４０】
　上記回転ブラシ３０の回転方向は変らないから、回転ブラシ３０に転移した塵埃は掻き
落し用突部３５によって回転ブラシ３０から剥離され塵挨受け通路３１へ落下する。この
ときも、全ての塵埃は塵挨受け通路３１に収集され、周囲に飛散することはない。
【０１４１】
　前部エアフィルタ１７は復動移動して、上面側のエアフィルタ収納部１６ｃから前面側
のエアフィルタ収納部１６ｂに戻る。前部エアフィルタ１７の両側部は枠体組立１６のガ
イド部にガイドされて、姿勢が傾くことなく円滑に移動する。
【０１４２】
　ついには、前部エアフィルタ１７は元の前面側のエアフィルタ収納部１６ｂに完全に戻
る。この状態を感知した制御部は、第１、第２の駆動モータ４６，４７に停止信号を送る
。このようにして、前部エアフィルタ１７に対する塵挨除去作用が終了する。
【０１４３】
　つぎに制御部は、第４の駆動モータ４９に駆動信号を送り切換え機構６１を作動させる
。すなわち、図１７Ａの状態から図１７Ｂに示すように、第４の駆動モータ４９を駆動し
て、駆動レバー６５を反時計回り方向に回動変位させる。この駆動レバー６５に連結する
駆動アーム６４は図中右方向に移動し、駆動アーム６４に支持されるギヤＤはギヤＣとの
噛合関係を維持しつつ上部用ギヤＦｕに噛合する。したがって、第１、第２の駆動モータ
４６，４７からギヤＤまで伝達される回転駆動力は、今度は上部用ギヤＦｕに伝達するよ
う変更される。
【０１４４】
　一方、駆動アーム６４の移動にともなって、この駆動アーム６４と連結されるギヤアー
ム６６は支軸部ｐを支点として所定角度だけ回動する。このギヤアーム６６の内歯部６８
と噛合する切換え用ギヤ６９が回転し、シール用支軸７０とシール駆動用カム７１が回転
する。シール駆動用カム７１に設けられるカム部Ｘｑは、それまでシールガイド機構７４
から離間していて、シールガイド機構７４は平坦状に折り畳まれている。
【０１４５】
　シール駆動用カム７１の回転途中でカム部Ｘｑがシールガイド機構７４に接触し、シー
ル部材３４を押上げさせるが、シール駆動用カム７１は回転を継続してカム部Ｘｑは再び
シールガイド機構７４から離間する。したがって、シールガイド機構７４は再び平坦状に
折り畳まれ、シール部材３４は再びダストボックス３２の開口部３３から離間し、互いの
間に隙間が形成される。
【０１４６】
　制御部は、第１、第２の駆動モータ４６，４７に駆動信号を送るとともに、第３の駆動
モータ４８に対しては上部エアフィルタ２０の復動時と同一の回転速度をなすよう制御し
た駆動信号を送る。上部移動機構５３が作動し、分割された上部エアフィルタ２０は上面
側のエアフィルタ収納部１６ｃから出て、前面側のエアフィルタ収納部１６ｂに収納され
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る前部エアフィルタ１７の前側に対向するよう同時に同量ずつ送られる。この途中で、ダ
ストボックス３２を通過し、回転ブラシ３０によって塵埃を除去される。
【０１４７】
　同様に、回転ブラシ３０によって上部エアフィルタ２０から除去された塵埃は確実に塵
挨受け通路３１に収集され、周囲への飛散はない。上部ガイド８５は上部エアフィルタ２
０を上部エアフィルタ駆動ギヤ７７に押え付け、中央補強桟Ｘａのラック７８との噛合を
確実に行わせる。前部ガイド１７とガイド部は上部エアフィルタ２０を傾くことなく円滑
に移動案内する。
【０１４８】
　上部エアフィルタ２０が前部エアフィルタ１７を収納する前面側のエアフィルタ収納部
１６ｂに、かつ前部エアフィルタ１７の前部側に、互いに狭小の間隙を存して対向する往
動移動が終了した状態で、制御部は第１、第２の駆動モータ４６，４７を一旦停止するよ
う制御する。そして、制御部は第１、第２の駆動モータ４６，４７に対して逆回転の駆動
信号を送り、ギヤ列を構成する各ギヤ及び上部エアフィルタ駆動ギヤ７７を全て逆回転駆
動させ上部エアフィルタ２０を上昇させる復動移動をなす。
【０１４９】
　第３の駆動モータ４８に対しては駆動の信号を送り、第４の駆動モータ４９に対しては
停止状態を継続する。今度は上昇移動する上部エアフィルタ２０に対して回転ブラシ３０
は反方向である時計回り方向に回転しているから、たとえ上部エアフィルタ２０に塵埃が
残留していたとしても、これらを確実に除去する。
【０１５０】
　このときも上部エアフィルタ２０は前部ガイド８０と枠体組立１６のガイド部にガイド
され、姿勢が傾くことなく円滑に移動する。上部エアフィルタ２０が再び上面側のエアフ
ィルタ収納部１６ｃに戻ったところで、制御部は第１、第２の駆動モータ４６，４７及び
第３の駆動モータ４８に停止信号を送る。ここで、上部エアフィルタ２０全面に対する塵
挨除去作用が終了する。
【０１５１】
　なお、上述したように、先に前部エアフィルタ１７を往復動させて塵埃を完全除去し、
つぎに上部エアフィルタ２０を往復動させて塵埃を完全除去するようにしたが、これに限
定されるものではない。先に上部エアフィルタ２０に対する塵挨除去をなし、つぎに前部
エアフィルタ１７に対する塵挨除去をなすようにしてもよい。
【０１５２】
　すなわち、いずれか一方のエアフィルタをエアフィルタ清掃ユニットＳに対し往復移動
し、付着している塵埃を除去し、つぎに他方のエアフィルタをエアフィルタ清掃ユニット
Ｓに対して往復移動し、付着している塵埃を除去する。あるいは、前部エアフィルタ１７
と上部エアフィルタ２０における塵挨付着量を検知するセンサを備えて、塵挨付着量の多
いエアフィルタのみに対して塵挨除去作用をなすようにしてもよい。
【０１５３】
　分割された前部エアフィルタ１７及び上部エアフィルタ２０に対する清掃運転が完了し
た時点で、制御部は第４の駆動モータ４９に駆動信号を送り、リフト機構４５を作動させ
る。すなわち、先に図１７Ｂに示した状態から、第４の駆動モータ４９を逆方向に回動さ
せ、図１７Ｃに示すように駆動アーム６４一部がマイクロスイッチ６７をオン状態とした
とき、その信号を受けて制御部は第４の駆動モータ４９を停止する。
【０１５４】
　上記駆動アーム６４に支持されるギヤＤは上部用ギヤＦｆから離間して噛合関係が解消
し、かつ下部用ギヤＦｕからも離間していて噛合関係となっていない。ギヤＤは上部用ギ
ヤＦｕと前部用ギヤＦｆのちょうど中間部にあって、ギヤＣのみと噛合関係にある。そし
て、駆動アーム６４に連結されるギヤアーム６６は略垂直位置にあって、シール用支軸７
０に設けられるシール駆動用カム７１のカム部Ｘｑもまた略垂直位置にある。
【０１５５】
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　再び図１３に示すように、上記カム部Ｘｑによってシールガイド機構７４は立上がり動
作して、シールベース７３に取付けられるシール部材３４は上昇付勢され上記ダストボッ
クス３２の下面に密着する。したがって、ダストボックス３２の下面に設けられる開口部
３３はシール部材３４によって完全に閉成される。
【０１５６】
　つぎに制御部は、換気ユニット１１に対して換気ダンパ全閉モードを選択したうえで、
換気ファン９９へ駆動信号を送る。換気ファン９９の回転にともなって塵挨案内用ケース
９５の塵挨排出路９４に負圧がかかり、ここに設けられる風力ダンパ９６を開放させる。
したがって、負圧は塵挨案内用ケース９５から接続ホース４２と排出ボックス４１を介し
てエアフィルタ清掃ユニットＳに作用する。
【０１５７】
　具体的には、排出ボックス４１によって覆われる塵挨排出カバー４０を介して塵埃受け
通路３１に換気ファン９９の回転駆動による負圧がかかり、この塵埃受け通路３１に収集
されている塵埃が吸引される。なお、塵挨受け通路３１の一端部はボックスケース３２ａ
端部に設けられる空気導入孔３９に連通しているので、ダストボックス３２周辺の空気が
空気導入孔３９から塵挨受け通路３１へ強制的に吸引される。そのため、塵挨受け通路３
１に収集される塵埃は吸引された空気によっても掻き出され、ダストボックス３２から出
て接続ホース４２に導かれる。
【０１５８】
　さらに加えて、ダストボックス３２自体の素材選択と表面処理をなすとともに、塵挨受
け通路３１の構成の全てを塵埃が通過し易い条件を整えたので、塵埃は塵挨受け通路３１
に滞ることなく、速やかに、かつ確実に排出されて接続ホース４２から換気ユニット１１
に吸引される。
【０１５９】
　上記接続ホース４２から塵挨案内用ケース９５の接続口９１と、風力ダンパ９６が開放
する塵挨排出路９４及びファンケーシング９０の取付け用孔９３を介して導かれた塵埃は
、ファンケーシング９０内周面に沿って移動し、排気口９０ａから屋外へ排出される。
【０１６０】
　上記換気ファン９９先端縁に対するファンケーシング９０周壁との間の距離は、取付け
用孔９３と排気口９０ａとの間が、他の部位より最も離間していて、ここに塵挨受け通路
３１に収集されていた塵埃が導かれる。したがって、換気ファン９９先端縁に付着する塵
埃量を抑制して、長期に亘って換気ファン９９の清潔度を保持できる。
【０１６１】
　なお、上述したように、ここでは既存の室内機本体１に、前部エアフィルタ１７と、上
部エアフィルタ２０及び空気清浄ユニット１８を備えた枠体組立１６を取付けることが可
能であるが、既存の室内機に換気ユニット１１を備えていないタイプのものもある。この
場合は、エアフィルタ清掃ユニットＳを構成するダストボックス３２の一側部に空気導入
孔がなく、他側部に塵挨排出カバーが設けられていないものを取付ける。
【０１６２】
　このようなエアフィルタ清掃ユニットであっても、前部エアフィルタ１７と上部エアフ
ィルタ２０に付着する塵埃を確実に除去して塵挨受け通路３１に収集できる。そして、所
定期間毎にユーザは前面パネル２を開放してエアフィルタ清掃ユニットＳを露出させ、取
外す。エアフィルタ清掃ユニットＳは枠体組立１６のエアフィルタ清掃ユニット取付部１
６ｄに着脱自在に取付けてあるので、取外しの作業は容易に行える。
【０１６３】
　この状態では、塵挨受け通路３１に塵埃が収集されたままであり、かつダストボックス
３２を構成するボックスケース３２ａとボックスカバー３２ｂは組合されて略密閉構造を
なしているので、取外し途中でダストボックス３２以内の塵埃が周囲に飛散もしくは落下
するようなことはない。エアフィルタ清掃ユニットＳを低所に置き、ボックスカバー３２
ｂをボックスケース３２ａから開放すれば、ボックスケース３２ａ内の塵挨受け通路３１
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に塵埃が収集されていることを確認できるので、これを掃除機などで吸引除去すればよい
。
【０１６４】
　すなわち、従来から用いられる室内機に、上述した枠体組立１６を装着することで、エ
アフィルタ自動清掃機能を備えた空気調和機を構成することができ、エアコンの共通化が
可能となる。
【０１６５】
　以上説明したように、本発明によれば、室内機本体１の前面吸込み口４と上面吸込み口
５に対向する前部エアフィルタ１７と上部エアフィルタ２０を互いに別体に構成した。そ
して、エアフィルタ清掃ユニットＳに対して一方のエアフィルタ、例えば前部エアフィル
タ１７を往復移動して付着している塵埃を除去し、そのあと他方のエアフィルタ、例えば
上部エアフィルタ２０を往復移動して塵埃を除去するようにした。
【０１６６】
　したがって、先行技術における前面吸込み口及び上面吸込み口の両方に対向する１枚型
のエアフィルタを備えたものと比較して、塵埃除去中の前，上部エアフィルタ１７，２０
の移動量が半分ですみ、塵埃の除去時間が半分に短縮されて作業性の向上化を得られる。
また、塵埃の付着の程度に応じて、一方のみの清掃運転も可能となる。それぞれのエアフ
ィルタの移動位置が、他方のエアフィルタの配置位置と同じであるので、特に移動先にス
ペースを確保する必要がない。
【０１６７】
　それぞれのエアフィルタは、エアフィルタ清掃ユニットＳにおいて交差した状態で移動
し、室内機本体１から外部へ突出しないので、美観の向上を得られる。先行技術にあるよ
うなエアフィルタを軸に巻き取る方式に比べて、エアフィルタとエアフィルタ清掃ユニッ
ト構造の簡素化を図ることができる。小型化と簡素化を図れ、耐久性と信頼性の向上を得
られる。
【０１６８】
　両方のエアフィルタ１７，２０に付着する塵埃をエアフィルタ清掃ユニットＳに備えた
塵挨除去手段を構成する１つの回転ブラシ３０で除去するので、エアフィルタ清掃ユニッ
トＳがコンパクト化され、配置スペースをとらないですむ。
【０１６９】
　吸排気装置である換気ユニット１１を利用してエアフィルタ清掃ユニットＳに収集した
塵埃を屋外へ排出するので、手間がかからずにすむ。このとき、ダストボックス３２に形
成される開口部３３をシール部材３４で閉塞するので、塵埃受け通路３１において空気漏
れがなく、塵埃に対する吸引作用が極めて有効化する。
【０１７０】
　さらに本発明によれば、前面から上面に亘って構成される１枚のエアフィルタに比べ、
移動量が半分となり、塵埃を除去する時間も半分ですむ。エアフィルタの移動量が少ない
ため、回転ブラシ３０で塵埃を除去する際、前部エアフィルタ１７は上部エアフィルタ２
０が収納される上面側のエアフィルタ収納部１６ｃへ移動するだけでよい。逆に、上部エ
アフィルタ２０は前部エアフィルタ１７が収納されている前面側のエアフィルタ収納部１
６ｂへ移動するだけでよい。互いに、移動範囲が小さくてすむため、塵埃除去にかかる時
間を短縮でき、移動距離が短いので移動がスムーズになる。
【０１７１】
　前、上部エアフィルタ１７，２０を移動してエアフィルタ清掃ユニットＳを通過させる
ことで、各エアフィルタ１７，２０に付着した塵埃を取り除くことができる。エアフィル
タ清掃ユニットＳが室内機本体１前面上部のデットスペースに配置されるため、室内機本
体１の奥行き及び高さ寸法を大きくしなくても収納が可能となり、従来の空気調和機にも
容易に取付けが可能となる。
【０１７２】
　また、エアフィルタ移動機構５５とエアフィルタ清掃ユニットＳを近接して配置したた
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なえる。前部ガイド８０と上部ガイド８５は、前部移動機構５２と上部移動機構５３が前
部エアフィルタ１７と上部エアフィルタ２０を移動する際の浮きを押さえるとともに、ガ
イドを兼用するので、各エアフィルタ１７，２０は確実にガイドされる。
【０１７３】
　前部ガイド８０と上部ガイド８５は、前部エアフィルタ１７側及び上部エアフィルタ２
０側に取付けられることで、エアフィルタ清掃ユニットＳとの間隔を常に一定に保持でき
る。そして、各エアフィルタ１７，２０の移動時における、各エアフィルタ１７，２０と
エアフィルタ清掃ユニットＳ間の動きのばらつきを抑えられる。また、各前、上部ガイド
８０，８５に間隔保持具８２を備えて、エアフィルタ清掃ユニットＳとの位置を固定化し
、エアフィルタ移動を正確に行える。
【０１７４】
　本発明によれば、エアフィルタ清掃ユニットを室内機本体のデッドスペースに配置して
、既存の室内機本体に対してもエアフィルタ清掃ユニットの取付けを可能とした。さらに
、エアフィルタ清掃ユニットに対してエアフィルタ移動機構を近接して配置して、エアフ
ィルタをエアフィルタ清掃ユニットに対して安定した状態で、かつ確実に案内することが
できる。さらに、エアフィルタ移動機構に対するエアフィルタガイドの位置設定により、
エアフィルタ清掃ユニットとエアフィルタガイドの位置関係を正常に保持して、エアフィ
ルタの移動を安定に保持する。
【０１７５】
　なお、本発明は上述した実施の形態そのままに限定されるものではなく、実施段階では
その要旨を逸脱しない範囲で構成要素を変形して具体化できる。そして、上述した実施の
形態に開示されている複数の構成要素の適宜な組合せにより種々の発明を形成できる。
【産業上の利用可能性】
【０１７６】
　室内機本体を大型化することなくエアフィルタから自動的に塵埃を除去する手段を備え
て手間の軽減化をなし、塵埃除去時間の短縮化が可能となる。
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